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除虫菊及びリンデンによる玉苛黍と籾の貯&'L審虫防除について

E･‖･ Floyd and C･E･Snlith (Louisiana ^gr. 1こ.叩.Station):l】yrethrurnand
Lindanein the protection of Corn and Rough JくiCe ∫TOm Stored Grain ∫nsects.

J.Econ.Ent.46,771(L933)

1!).'11年10)j初旬より始めて約11ケ月間に共力剤を含

和した除虫-LJ'･3液剤と粉剤及びリンデンを依田して王萄

賓と〕臥こついて7位額の町道苦虫L)J一防試験を契施した｡

従川した罪剤の糾成は次の通りである.
1) 1)yrcnoT)C(てminl)J･oteCtant(U･SJndustrial

CllClll.Cr).), 0,0.i,00'pyrethT･jnsと 0.8/0.I

p叩erOny1I川to.Yjd(･

2) ド-2(:rain J'rotL･(.i.Tnt(DestrtlXalCo･),

0,050･' pyTCthrinヾ と 0･5% piper｡nyl

butoxide

3) N-3Grain PJ'OteCtant(T)cstruxalCo.),

0.05% pyrethl~jnsと 0.75% MGK-264

4) P∫ュ-enOneSprayCOnCelltrate,ユ1.84% pjpe-

ronylbutoxideと 1.18% pyrethrjns

的剤はT-･動式噴讃器で噴議 し,粉剤は手で適当にふ
りかけた

kyll滋試験-i:lI)bL の外皮をとらないま萌芽を

2xl}ズ3火の即戚考か二つめで試験 したカ1tPCP及び
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Pyrcnonc乳剤を?.f:i畔Li:LCl)の倍丑を使用しても十分
な弘除は川来なかった｡

_TL約諾試験･2;2hl)J.の外皮をとり去った三菊黍を

ST)ガt-/入鉄湘 ドラム矧二つめ,旭の上絵から4沢の

巾に1/4吋口の金網で作った緑をつけて._その上に萱

をすることによt)日加羊ul･山が投入LLl来て透気をよく
し融も包むを防ぐことがLu来るようにした｡mいた菜
剤とその紙射 ま妨一夫に)I:す菰t)である.

約 1誠 :脱屯ヨ三&-J宕船殻田山防除試旗紬双
●(訳料 2I)7･l･,55ガ｡y不ドラム織侠m)
対政としたLJf虫 :歩蛾及び殺政

処 理 黙 刑 l処曲 譜 ),A'這*1.(,%j眉 11ケ月眉

●約1哉l言明かな様に絶えず所に田虫が侵入する勘 L

'のある場合の防除には PCP は不適当であるが,I)

'yヂンの効力は秘めて顕著であI),_TiE･3第では11ケ月

貯概しても初めと全く同じ状態であった｡･叉･)ンデ./

で処理したま現黍の風妹を6人で枚査したが誰も変化
を認めなかった.更にこのj:粥宏で飼育した乳の卵の
風味も全く変化を認めなかった｡

王的誘き旺灸-3;玉濁委粒を 1/2ガpy人の藍につ
め.口を金網で在って貯戒した｡この試験では初め7

〟 )のrlHは防除山来たが.それ以后は蝕哲が急瓢に上

昇したp誠恥Liの二倍及甲三倍の液剤を用いた.ものは
有効でもろたご
重視策試掛 L4:"2軒の介仙こ各 12017,S.の玉端黍

を用い一方の介帖では拡抑Liの Ⅰ'GP を退出づ 拭ゝ
及び鋲の炎面にふl)かけ貯紋応介仙 ま腿mに輯閉したO
この簸政では無処理介F'71の方は52%'の蝕TBを受けた
が PGi'7:-'処理した方は 16% であった｡∫

粒試験-5:201bs.:の斑を丑のない 501bs.人の石

的経に入れ七貯践試験したが,その遜剤及び紙製は節

社1) 100bbl. の穀効に対して 101bs.の PGP

p.有数成分?丑を基準丑とするo理論上では1001bs･

の毅剃r+対lしてPiperonylbutpXideO･032oz･と
pyrethrins.0.002ozであと｡
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2表に示す通りである｡

第2表 : 粗の貯栽苦虫防除試飲結果
(501bs.入 石油鰭中に貯戒)
対象とした等虫;歩蛾.穀象

匁 由 其 刑
夜 学;串 (,0.I)

処理前 7ケ月眉 10ケ月肩 11ケ月眉

1}vrenoneGrain
Protectant
誠 率 先 ･
PyrellOne
Grain
Protectant
2 倍 虫

PyrenoneA剤
.5倍稀釈,
基 <準 丑t

Pyrenone乳剤
10倍稀釈,■
基･準 丑

P-2Grain
ProteCtant
基 iiFfl 虫

N-3Grain
Protectant

無 処 理

1'yreI】One
:水和剤 基準丑

見掛上
0 2 8.7 14.2

ク 1.2 3.3 12.0

〟 . 2.7 12.5 15.0

ク 3.9 10.4 16.4

ク 2.4 11.0 18.●2

1

nV

0

ハU

nヽU

3

1

1

1

0

9

0

13

㍍

8

2

0
7
6

4

7

1

ク

ク

ク
節2衣に示す通り.基準丑の倍立のPGPを使用し

たもののみが10ケ月間有効であった｡

斑試験16:41hs.の粗を蓋のないIg.紙揃 (1ガロン

入)に入れて貯蔵したよこの結果は 試放て5と略 同々

様で.斑には液剤よt)ぬ剤の方が有効と.呪われる.

粗試験17:201bs.の斑を盃のない石油椎に入れて

リyデVの試験を行ったo

y,13衣 :粗の貯殻田虫防除粥腹結果
(50ll,S:入石油碓中に貯戒)
対象とした笥虫.節2表に同L.

炎巨理 薬 剤 被 等 率 (%)
処理前 7ケ月眉 ユ0ケ月点 11ケ月眉

Lindane
(3ど/1001bs)
叶 サ ワラス板

(監既 ool!)S.)

功鴫 処 理

見紛上0 0.2 0.33 0.6
ク 7.0 16.0 19.0

ク 10.8 13.5 17.8 I

この粥扱では狐3･aiの流す如く1001hs.'の斑に 3g

のyyデンを位用すると11りlThrJ貯放しでも全然蝕賢
を受けないが.4.F;処理のもの【羊17･8% 蝕むされ:叉こ
の拍減りは 15,9.,であった一｡.)i-,･y処理米の風味は

4人で換奄したが全く変調は認められなかった｡
(探海●托)


